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自然増減
出生 166人
死亡 126人
自然増  40人

社会増減
転入 603人
転出 634人
社会減 △31人

平成23年中　人口増減内訳

（資料：国勢調査）

（資料：国勢調査）
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平成17年平成17年 平成18年平成18年 平成19年平成19年 平成20年平成20年 平成21年平成21年 平成22年平成22年 平成23年平成23年

小学校小学校
中学校中学校

小学校別の児童数
（平成23年）
小学校別の児童数
（平成23年）

開成小学校 572人
開成南小学校 526人
（教育総務課調べ）
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（教育総務課調べ）

941941

381381

999999 1,0271,027 1,0651,065 1,0771,077 1,0941,094 1,0981,098

387387 410410 425425 467467 464464 477477

（資料：学校基本調査）
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の
が
、
平
成
24
年
に
は

3,
0
3
3
㌧
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
源
化
さ
れ
た
ご
み
の

内
訳
を
み
る
と
、
新
聞
紙
、
雑
誌
・

雑
が
み
、ダ
ン
ボ
ー
ル
、牛
乳
パ
ッ

ク
か
ら
な
る
紙
類
で
ほ
ぼ
半
分
く

ら
い
の
割
合
と
な
り
、
そ
の
ほ
か

に
剪
定
枝
（
開
成
グ
リ
ー
ン
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入

な
ど
家
庭
か
ら
直
接
出
た
剪
定
枝

す
べ
て
を
含
む
）
や
ビ
ン
、
プ
ラ

容
器
の
順
で
多
く
資
源
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、「
そ
の
他
」に
は

金
属
、
布
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
食

品
ト
レ
ー
、
乾
電
池
、
蛍
光
灯
、

資
源
集
団
回
収
で
収
集
さ
れ
た
も

の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

紙　類

剪定技

ビ　ン

プラ容器

もえるごみ

もえないごみ

粗大ごみ

資源ごみ

その他

資源化されたごみの内訳（平成23年度）

ごみの排出量
平成17年度

1,155㌧1,155㌧

106㌧106㌧

3,364㌧3,364㌧

1,388㌧1,388㌧

2,959㌧2,959㌧

42㌧42㌧

40㌧40㌧

平成23年度

（資料：環境防災課）

（資料：環境防災課）

110㌧110㌧
195㌧195㌧

746㌧746㌧

35㌧35㌧

39㌧39㌧


